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滋
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収
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廿
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叩
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仲
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滋
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踏
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叫
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献
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仇
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台
、
一
ト
ヶ
一
戸
、
開
問
抑
制

資
金
関
係
の
齢
期
出
向
宏
明
ら
か
に
で
区
域
内
会
部
の
潟
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縫
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激
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を
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さ
w-少
し
お
り
議
②
霊
祭
事
お
よ
び
散
芸
品
的

γ校
卒
題
討
議
帆
一
武
豊
岡
一
…

…
築
い
た
し
ま
す
e

森

本

欄

車

組

、

後

主

ハ

先

月

以

出

向

に

…

一
@
毅
摘
出
及
び
線
開
問
予
定
人
員
品
W
H
1
4

こ
以
主
的
掛
川
に
処
せ
ら
同
開
臨
時

L
た
写
真
〈
上
半
一

一

品

百

一

絞

刊

行

政

事

務

総

長

十

れ

た

み

れ

身

、

桝

統

制

帽

液

凶

向

門

タ

テ

…

一

五

名

。

受

験

挙

協

制

六

セ

ン

チ

メ

i
ト
ル
、
ョ
一

一
命
殺
す
〈
タ
イ
ぜ
ス
》
一
翁
①
刷
申
し
込
み
開
崩
叫
執
は
我
孫
子
コ
関
・
延
々
シ
チ
メ

l
ト
一

。

受

料

揖

受

検

荷

役

場

総

務

消

印

悦

蝋

災

係

で

わ

N

〉
二
議
を
叫
納
付
し
て
く
一

一

mw間
対
子
は
開
閉
山
刊
一
一
十
一
年
間
内
交
付
し
ま
す
o

だ

さ

い

。

一

一
丹
一
ニ
…
け
臼
口
か
ら
刷
附
叩
蜘
叙
相
二
十
レ
むμ

②
申
gし
い
込
み
閑
浴
出
紙
恥
宇
安
ゲ
乞
綱
刊
郵
郵
使
で
争
受
品
付
刊
糊
鈎
削
同
問
同
…

…
年
年
a

回
府
刃
持
一
日
ま
で
伊
に
払
小
生
~
れ
執
務
闘
求
す
る
拙
場
明
合
は
料
絞
判
的
鈎
附
の
出
①W
抑紛悶布和相附陀問十附凶悶年十打丹月一二円
RH
一

…

た

点

議

骨

炎

yにド「品交丸隔除除肌験…剛ゆ申し込均み4
樹
潟
削
か
ら
十
Hバ月十叩双札臼空み

…
品
②
明
女
子
仲
は
帖
附
限
附
布
和
相
一
二
…
十
一
双
一
以
一
匁
匁
忌
間
綴
悶
付
ま
ず
O

受
付
時
開
閉
は
午
一

一

喜

一

B
か

ら

緩

和

二

十

七

長

J
o
t
i
-
-
2
4
h
君

主

務

九

時

か

ら

午

後

照

降

ま

一

…

芸

互

日

ま

で

に

支

持

一

植

物

主

事

券

で

、

毒

2
2喜
一

た

者

か

ら

家

午

ま

で

。

…

一
@
絡
等
学
校
芸
品
以
上
わ
ゆ
省
襲
附
さ
と
ま
H

し

、

あ

争

そ

の

品

部

一

一
及
び
卒
粂
見
込
み
の
者
。
て
品
ん
を
問
問
諮
問
し
た
減
綴
m

m

w
試
験
問
畿
は
受
験
申
し
込
…

ま
た
は
、
こ
れ
主
期
間
待
M
M

料
制
緩
(
必
ら
ず
十
志
向
出
悼
み
品
告
に
議
っ
て
連
絡
し
ま
山

…
ょ
の
峰
子
力
を
有

F
る

者

手

を

は

る

こ

と

。

〉

な

隠

す

。

一

一
mw本
貯
叫
に
従
仲
試
す
る
街
。
ま
鈍
し
て
く
だ
さ
い
。
翁
そ
の
飽
線
級
に
つ
い
て
は
一

一
た
は
、
過
激
湾
総
の
相
組
問
問
争
申
し
込
み
手
続
我
係
予
町
殺
孫
子
一
、
八
叫

…
に
従
仲
は
す
る
と
緩
め
る
者

mw市
申
し
込
み
惑
に
必
凝
な
事
進
八
数
時
知
子
持
役
場
偽
記
務
…

一
。
次
の
い
ず
れ
か
に
警
鳴
す
市
引
を
自
怒
ぞ
記
入
し
、
浅
後
職
員
日
時
耕
地
部
前
〈
門
〉
約
一

}
る
串
償
法
受
験
で
密
ま
せ
ん
町
役
務
総
務
総
へ
概
略
山
山
し
七
二
八
二
!
…
一
一
丘
一
一

…
mwuH
本

の

綴

崎

捕

を

有

し

な

い

て

く

だ

幸

い

。
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内
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'
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i
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犬
は
つ
な
い
で
錦
い
ま
し
ょ
う

後
一
点
、
好
品
〈
や
は
な
し
約
い

mv
犬
に
よ
る
後
室
岡
げ
か
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
火
は
っ
た
い
で
叙

う
よ
う
に
千
葉
隊
約
い
犬
取
終

条
例
で
絞
め
ら
れ
て
い
ま
す
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銀
い
主
げ
か
、
ち
ょ
っ
と
波
鈴

さ
せ
る
つ
も
争
中
、
山
い
な
し
た
火

い
か
人
を
か
ん
が
九
号
、
夜
と
も
な

る
主
こ
れ
ら
の
犬
げ
か
群
が
っ
て

陣
地
人
む
震
に

λ
り
込
ん
ゼ
荒
し

ま
わ
っ
た
り
し
ま
す
。

町
で
は
、
脳
同
犬
や
は
な
し
相
腕

い
の
品
入
役
惜
別
臨
時
す
る
た
め
、
ド

ッ
グ
セ
ン
タ
ー
に
依
綴
し
て
い

ま
す
が
、
肘
内
よ
哲
も
飼
い
ま
一

人
一
人
が
絶
対
は
な
し
奴
い

を
L
な
い
よ
う
に
し
て
、
運
動

さ
せ
る
、
と
き
も
守
っ
て
く
だ
さ

し
な
お
、
飼
い
犬
が
胸
部
抑
燃
の
事

情
で
匁
え
な
く
な
れ
ソ
ま
し
た
ら

そ
的
ま
ま
枕
経
し
て
お
き
ま
す

主
、
賦
町
ム
〈
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
の
で
こ
め
点
に
つ
い
て
は
十

分
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
不
問
問
炎
は
毎
湾
市
ペ
一

芳
一
一
…
水
綴
口
日
午
後
対
一
品
吋
か
ら
一
以

隣
町
一
一
一
十
八
万
ま
明
、
に
役
務
へ
担
持

ち
に
な
れ
ば
投
紙
切
で
は
、
に
め

犬
を
不
問
問
犬
と
し
て
ま
と
め
て

ド
ヲ
ク
セ
ン
タ
ー
に
引
い
似
し
ま

す
の
で
ど
利
用
く
だ
さ
い

J
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山
山
緩
徐
級

九
月
の
出
向
綴
協
同
如
引
は
淡
の
と

お
り
行
な
い
ま
す
。

寺
門
同
時
九
月
一
一
一
十
日
同
午
前
九

臨
時
三
十
分
か
ら
午
後
照
時
ま

で
争
議
所
間
同
協
問
中
守
怒
議
セ
ジ

タ
ー
〈
間
出
役
務
庁
舎
)

口
井
戸
氷
消
議

本
年
も
削
例
年
遜
り
井
戸
水
談

議
薬
札
管
制
馳
布
い
た
し
ま
す
か
ら

ど
後
期
く
だ
さ
い
。

"
操
縦
は
チ
n
w
U
ク
ク
ス
で
一

府
北
田
町
俊
民
中
安
定
さ
れ
た
塩
素
判
的

で
多
様
に
抑
制
畿
で
き
ま
す
。

ま
た
、
基
本
体
関
数
は
十
万
然

佼
が
遠
浅
で
す
。
袋
路
端
の
井
戸

の
場
合
一
関
に
つ
者
m
M
一
杯
緩

度
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
柑
規
制
問
を
入
れ
る
持
制
州

は
、
夕
方
が
よ
い
と
い
わ
れ
て

い

ま

す

。
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ン

フ

ル
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ン

ザ

投

予

防

接

怒

鳴

イ
ン
フ
ル
ヱ
シ
ヂ
の
予
紛
後
九

緩
を
次
め
臼
制
慌
に
よ
ち
刊
行
な
い
冷J一

ま
す
の
で
談
浅
漢
は
も
よ
り
む
叶
正

会
場
で
お
受
け
く
だ
さ
い
U

一

役

V
談
当
者
会
後
コ
一
カ
月
以
上
一
い

の

ふ

ホ

附

町

時

比
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線

V
時
間
期
午
後
一
一
昨
吋
か
ら
一
三
時
一
〈

一

一

一

十

分

ま

℃

一

V
料
金
十
五
才
以
上
一
郎
賢
一

ス
十
問
日
大
才
以
上
十
一
本
才

ま
ぜ
〈
市
4

・
・
中
学
生
)
一
約

八
十
肉
中
ハ
才
以
下
…
間
間
五

十
m門な

お
、
勝
手
な
が
ら
当
誌

つ
号
銭
の
な
い
よ
う
お
縦
断
い

し
ま
す
。

V
帥
訴
忍
官
官
熱
患
者
及
び
柑
輔
副
押

7
V
ル
ギ
i
の
ふ
点

留
守
注
意
と
の
注
射
冷
一
滋
関

め
附
間
際
を
お
い
て
ニ
開
削
除
械
部
構

し
て
く
だ
さ
い
。

。金糸私

門

V

制
惜
一
凝
血
ア
紡
接
緩

部
憾
的
川
予
防
抑
接
持
織
を
次
の
日
刺
繍

に
よ
れ
ソ
行
な
い
ま
す
の
で
、
も

よ
ち
の
九
歳
℃
必
ず
受
け
て
く

だ
さ
い
の

A
V
銭
高
「
者
絞
殺
mm
十
ヌ
キ
人

月
…
口

H
t昭
和
間
十
m
悶
年
況

だ
一
一
一
十
ゴ
H
ま
で
の
出
制
生
児

。
時
期
間
午
後
二
時
か
ら
ぶ
待

ま
で

O
制
付
金
然
創
刊

な
お
‘
母
子
手
掛
棋
と
逸
品
滞
状

を
必
ず
ど
持
参
く
だ
さ
い
。
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